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資産と富

物質の輪の下位の柱。参照：管理, 調和の輪。




診断：債務、通貨の質低下、無意識

現代の金融は、深刻な無意識と自然法との不一致という強固な基盤の上に築かれている。3つの構造的問題が支配している：

債務ベースのマネー：流通するお金のほとんどは銀行融資を通じて創造される。住宅ローンを組むとき、銀行は既存の準備金からではなく、帳簿上の記入としてあなたが借りるお金を創造する。マネーサプライ全体は本質的に債務商品である。このシステムは、この債務をサービスするために永続的な経済成長を必要とする。成長が遅れるとき、それは不安定化する。これはこの成長率を維持するために消費、採掘、搾取に向けた圧力を生み出す。システムは数学的に不安定である―それは最終的に、返済することができない蓄積した利子の下で崩壊するだろう。

フィアット通貨の質低下：政府が発行する通貨は、それが価値を持つという命令以外の何物にも裏付けられていない。中央銀行は「量的緩和」や他のメカニズムを通じてマネーサプライを継続的に拡大し、既存のお金の価値を希薄化させる。50年以上にわたり、米ドルの購買力は約95%低下している。あなたの貯蓄は自動的に価値を失う。インフレは自然なものとして提示される（「2%のインフレは健全である」）が、実際には貯蓄者に対する隠れた税である―現金を保有している者から資産を保有している者への富の移転である。

金融の断片化：平均的な人は、彼らのお金が流れるシステムを理解していない。収入が到着し、税が控除され（しばしば無意識的に）、請求書は分析なしに支払われ、債務は条項の理解なしに抱えられ、資産は管理外の退職口座に座り、金銭顧問は利害関係が一致していないにもかかわらず信頼される。結果は、自分の経済生活についての深刻な無知である。

調和主義の視点からは、これはダルマにとって大惨事である。宇宙の秩序との整合は、あなたがあなたの人生の物質的基礎について無意識である間は達成することができない。自分のお金がどこから来るのか、どこへ行くのか、何を負っているのか、何を所有しているのかを知らない人は、自分自身の存在を支配していない。





調和主義の枠組み：貯蔵されたエネルギーとしての富

調和主義は、消費主義（支出の崇拝）も不足感（十分に持つことがないことへの恐れ）も拒否する。それは第3の地盤に立つ：貯蔵されたエネルギーとしての富、仕事をする能力、および財政的主権が意図的にその能力を蓄積し保護する実践として。

お金はエネルギーに対する請求である。あなたはあなたの人生エネルギー（仕事、時間、創造性）をお金と交換する―そのエネルギーを表しているトークン。そのトークンは商品やサービスと交換するか、将来の使用のために保存する。貯蓄は将来のニーズのためにエネルギーを保存する。投資は、より多くのエネルギーを生産するシステムに向かって貯蔵されたエネルギーを配置する。支出は現在のニーズのために貯蔵されたエネルギーを使用する。

あなたの経済生活は3つの要因に依存する：あなたがどれだけのエネルギーを生産するか（収入）、あなたがどれだけ消費するか（支出）、そしてあなたが生産したものをどのように保存し投資するか。富は（a - b）の蓄積である―消費されないが貯蔵または投資される余分なエネルギー。

調和主義的アプローチは4つの原則に基づいている：生産されたエネルギーがあなたの価値観と宇宙の秩序に整合しているように、あなたの仕事をあなたのダルマに整合させる。不必要な消費を最小化して余分を最大化する。意図的にその余分を整合する方法で貯蔵し投資する。購買力の質低下から自分自身を保護する、適切なお金またはハード資産を通じて。





収入とダルマ的な仕事

富は収入で始まる。あなたが稼ぐ量はあなたが生産する価値に依存する。調和主義は魔法的な思考―「積極的思考」または「豊かさのマインドセット」が富を生み出すという―を拒否する。富は理解されたシステムと意図的な行動から来る：他の人に価値のある仕事をする、プレミアム補償を必要とする技能を構築する、人々が望む製品とサービスを創造する。

最高の収入はダルマと整合している：あなたにとって意味のある仕事、他者に奉仕する、あなたの贈り物を表現する。仕事と富が整合するとき、彼らは互いを強化する。それが重要だからあなたはよく働き、仕事が真に価値があるからあなたは補償を受け取る。

不整合は断片化を生み出す。あなたが嫌う仕事や他者に害を及ぼす仕事を通じて収入を追求するなら、あなたはあなたの誠実さの代価で富を抽出する。どんなお金もその取引を正当化しない。彼らが嫌な儲かる仕事をしている人は、物質的な富にもかかわらず精神的に破産している。

あなたの仕事を正直に検証する：これはあなたのダルマと整合しているか？この仕事は価値があるか？これが給与が少なければやっただろうか？いずれかへの答えが「いいえ」なら、戦略的な質問は次のようになる：どうやって儲かり整合している仕事に向けて方向転換するのか？

これは即座ではない。向こう見ずな行為―「あなたの情熱に従う」ために計画なしに辞める―は財政的な不安定性を生み出す。しかしそれは一つの方向である。あなたは移行することができる：平行して技能を発展させ、サイドプラクティスを構築し、徐々にあなたの主な収入を整合した仕事に向けて転換する。





支出と倹約

調和主義の枠組みでの倹約は欠乏ではない。それはエネルギーの知的な配置である。支出される1ドルのすべては、保存されたり、より大きな容量に向かって投資されたり、真に重要なニーズのために使用されたりした可能性のあるエネルギーである。無意識の支出はあなたの人生力の出血である。

支出を厳密に検証する：私はこれが必要か？私は実際にこれを使用するか？これはあなたの価値観と整合しているか？検証：サブスクリプション（自動更新されており忘れられているサービス）、利便性支出（持ち出し、配達、あなたが自分でできることへの支払い）、衝動買い（感情的な空白を埋めるための購入）、そしてステータス支出（他者へのアイデンティティまたは富のシグナリング）。

支出を追跡する人は、お金がどこへ行くのかを学び、消費パターンへの不履行ではなく意図的な選択をする。支出ログは欠乏ではなく、主権である。

倹約は安さではない。真に重要なもの：健康を栄養するための品質食、あなたの仕事をサポートするツール、あなたの容量を開発する教育、臨在を深める経験に自由に支出する。他のすべてでは吝嗇である。





債務と未来の否定

債務はあなたの将来の収入に対する請求である。あなたが借りるとき、あなたは現在に資金を提供するために将来の自己のエネルギーを住宅ローンにする。これは時々必要である―主たる住宅の住宅ローン、収益可能性を増やす技能を開発するための学生ローン。しかし債務は意図的に入り、完全に理解され、最小化されるべきである。

あなたの債務を知る：総額、利率、返済条件、必要な月次払い。このナレッジから隠れてはいけない。あなたの将来の収入の多くが既に約定されているかを計算する。月に$2,000の債務返済を支払う場合、それは債権者に流れるが、保存または投資されたかもしれない年間$24,000である。

消費者債務（クレジットカード、個人ローン）は特に有毒である。それは将来の戻りを生み出さない。それは単に既に発生した消費に資金を提供する。15%以上の利息でのクレジットカード債務は、経済的な自傷である。実践：残高を抱えてはいけない。月末に残高全体を支払うことができないなら、あなたはその購入を買う余裕がない。

住宅ローンについて：主たる住宅には受け入れ可能（庇護は真の必要）、しかし支払いのみ持続可能で総債務が総年収の3倍を超えない場合に限られる。$100,000の収入を持つ人は、住宅ローン債務に$400,000を抱えるべきではない。投資物件、投機的資産、または減価する商品（自動車、ボート）の債務は、慎重に検討されるべきである。

目標は、最終的に無債務で操作し、中断に対処し、借用されたお金ではなく現在の収入を通じてニーズに資金を提供するのに十分な現金準備を持つことである。





準備金と緊急能力

給与から給与への生活をしている人は、中断に対応する能力がない：失業、病気、予期しない修理。これは単なる経済的ストレスではなく、実存的な脆弱性である。

準備金は、容量と自由を作成するエネルギーを保存している。体系的に緊急準備金を蓄積する：アクセス可能な貯蓄の3～6ヶ月の生活費、現金または現金同等物で保有、投資されていない。これは大きく聞こえるが、一貫した貯蓄を通じて達成可能である。

あなたの総月次支出（家賃/住宅ローン、食物、ユーティリティ、保険、交通、医療）を計算する。6を乗算する。それがあなたのターゲットである。圧倒される場合、最初に3ヶ月に焦点を当てて、次に増加させる。給与から給与への各から自動転送をセットアップしてターゲットに到達するまで。

十分になったら、余分な収入は債務削減に流れ、次に投資に流れる。シーケンスは重要である：財政的中断に脆弱な場合、生産的に投資することはできない。





投資と富の構築

十分な準備金と最小限の債務があれば、投資が可能になる。投資は、より多くのエネルギーを生産するシステムに向かって貯蔵されたエネルギーを配置することである。あなたの資本を増加または戻りを生成する資産に向かって展開し、単純な貯蓄の先を超えた成長を創造する。

調和主義の枠組みは投機（価格変動への賭け）を拒否するが、意図的な投資を受け入れる：真の戻りを生み出す資産を購入する。主な選択肢：不動産（土地、賃貸物件、主たる住宅）、生産的資産（事業、機器、収入を生成するツール）、インデックスファンド（市場戻りを追跡する多様化された株ポートフォリオ）、およびハード・マネー（金、銀、ビットコイン）。

目標は急速な富（投機を駆動する幻想、通常損失で終わる）ではなく、貯蔵されたエネルギーが時間をかけて複合するようにあなたの資本を配置することである。6～7%の実質的な戻り（インフレ後）で保守的に投資する人は、彼らの富が10～12年ごとに2倍になるのを見る。40年の就労人生以上にわたって、それは劇的に複合する。

ほとんどの人にとって、低コストのインデックスファンドの多様化されたポートフォリオは最適である。これは最小限の専門知識を必要とし、信頼できる戻りを生み出し、多様化を通じてリスクを軽減する。不動産は、資本と地方知識を使用して、優れた戻りを生み出し、有形の担保を提供することができる。

ビットコインとハード・マネーは、フィアット通貨の代替として特定の注意を値する。ビットコインは、中央当局ではなく、プルーフオブワークに裏付けられた固定供給を持つピアツーピアの電子マネーシステムである。それは会社ではない（利益なし、配当なし）。それはモネタリーネットワークである。価格は不安定であるが、政府の管理外での価値の保存に提供する。通貨の質低下と金融システムの不安定性について懸念している者にとって、ビットコインはヘッジである：小さな配置（富の5～10%）は、長期的な戻りを犠牲にしない総体的なシステム失敗に対する保険を提供する。

ハード・マネー（金、銀）は同様の機能を果たす：政府通貨から独立して価値を保有するインフレヘッジ資産。多様化されたポートフォリオはこれらへの配置を含む。AIとロボット工学が「価値の店舗」そのものの概念を再構成する方法を深く分析する、そして自律的な生産的資産が抽象的なモネタリーストアを補完するか、それを超える可能性がある理由については、新しいエーカーを参照する。





金融識字と主権

ほとんどの人は経済的に識字がない。彼らは利率、複合成長、インフレ、税制、または基本的な経済を理解していない。彼らは意味を理解することなく、アドバイザーに金銭的決定を委任する。これはあなたの人生の物質的基礎に応用された無意識である。

金融識字を開発する：基礎的なテキストを読み、お金と投資の数学を学び、金融システムの構造を理解し、投資を評価して決定を下す能力を開発する。あなたは専門家になる必要はないが、あなた自身のお金で何が起こっているかを理解するのに十分な知識を必要とする。

リソース：ボーグルズの《Common Sense Investing の小さな本》（インデックス投資）、ダリオの《Principles for Dealing with the Changing World Order》（マクロ経済的システム）、アモースの《The Bitcoin Standard》（代替モネタリーシステム）。これらは、より良い決定を形成する視点と理解を提供する。





世代的な管理

1世代で蓄積された富は、次のために管理されるべきである。これは遺産計画を必要とする：遺産相続をするかをする遺言、潜在的に未成年者の受益者のための資産を管理する信頼、政府に流れるのではなく相続人に流れるのを最小化する税効率的な戦略。

これは主に、それ自体のための富の蓄積についてではない。それは、あなたが構築した容量―あなたの知識、あなたのリソース、あなたの価値―があなたに依存している人に送信されることを確認することについてである。十分な富を持つ人は、彼らが死ぬならば彼らに依存する人が提供されることを確保すべきであり、蓄積された富は確率的な没収や課税ではなく世代的な繁栄に奉仕する。





お金と自由

財務的な管理の究極の目的は富の蓄積ではなく自由である。十分な収入、最小限の債務、および緊急準備金を持つ人は、選択肢を持つ。彼らは不整合なジョブを残すことができる。彼らは意味のある仕事の追求でリスクを取ることができる。彼らは恐慌なしに経済的落ち込みを乗り出すことができる。彼らは継続的な経済的不安よりも臨在とダルマに焦点を当てることができる。

これらの基礎なしに人は制約される。彼らは利用可能な任意のジョブを取る必要がある。彼らはリスクを避ける必要がある。経済的中断は恐慌を生み出す。生存不安は何が重要かに焦点を当てることを防ぐ。

財政的主権は精神的な主権の前提条件である。あなたは経済的に無意識である間、または支配できないシステムに依存していながら、調和主義を完全に実践することはできない。



参照：物質の輪, 管理, 準備と供給, セキュリティと保護, 新しいエーカー, ダルマ。
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